
《創立30周 年記 念号 の発行 にあた って》

畠 山 武 道

北海道自然保護協会が1964年 に発足 してか ら30年がたちました。また、1979年 には、

北海道か ら自然保護団体としては数少ない社団法人の認可を受け、財政や活動の基盤を

強化 し、今日にいたっています。そこで本号は、特集を組み、 この30年 の歩みをふりか

えることにしました。

この間に、当協会を囲む情勢は大きく変わりました。協会発足当時は、水俣や四日市

で深刻な公害が発生する一方で、国立公園内に観光目的の道路やロープウェイがっぎっ

ぎと作 られました。そのため、住民の運動 も、公害反対運動や国立公園内の大 自然を保

護する運動が中心だったのです。 しか し、その後の列島改造 ブームや大規模開発ブーム、

さらに最近の リゾー トブームの中で、自然破壊はごく身近なところにまでせまり、子供

のころか ら見なれた里山、海岸、河川、田畑、湿地などがっぎっぎに姿を消 しました。

こうした様子を目の当たりにみて、自然保護の重要性に気づいた多 くの住民が、 自然を

守るたあのさまざまな運動に参加するようになったのです。

また、自然保護に対する考えも大 きく変わりました。当初は、貴重でかけがえのない

自然や動植物を守ることが中心でした。 しかし、自然は、貴重な動植物種だけでなりたっ

ているわけではありません。貴重な種 も貴重でない種 も自然界では対等であり、全体が

相互の関連 とバ ランスを保 って生 きているのです。そのため、貴重な種を切 り離 して保

護するのではなく、周辺の動植物を含めた生態系を、さらには相互一体 となっている森

林、河川、海岸などの流域全体を保護することが必要だという考えが強くなりました。

また、自然の生態系は非常にこわれやすいものです。そこで、ひとつでも多くの種の絶

滅を防 ぐために、生物多様性の保護という考えも主張されているのです。

当協会の歩み も、 このような社会情勢や自然保護思想の変化を反映 しています。今か

らみると、不十分な点や批判されるべき点 もありますが、当協会は、全体的にみると、

当初の学者 ・経済人を中心とする団体か ら、一般市民や学生が広 く参加 し、活動できる

団体へと発展 してきたといえます。 しか し、北海道の自然をとりまく状況を考えると、

さらに多 くの地域で、さらに多彩な運動を展開する必要があります。そのためには、いっ

そう多 くの人の支持と参加が必要です。

そのためにも今回の30周年記念号が、当協会の現状 と過去の先輩達の活動を知 る一助

となり、さらに多 くの会員のみなさんか ら、要望や意見がよせられることを願 っており

ます。
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